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研究成果の概要（和文）： 
 
現在の救急医療における救急情報管制システムは、リアルタイム性に欠け、主に電話回線に

よる口頭での情報伝達に頼り、最新の情報・通信技術を十分に生かしているとはいえない。あ

らゆるモノに、あらゆる場所に、センサーや通信機能を備えたコンピュータを組み込み、世界

を情報のネットワークとして構造化することによって、現実世界の「モノ」や「場所」を自動

識別した処理を行うことができる。病院にいる医師側と現場にいる救急隊側の状況が互いにリ

アルタイムに共有して把握することが必要で、本研究では、搬送先をリアルタイムに把握して

最速で スムーズに誘導する救急搬送をより適切かつ迅速にサポートする「ユビキタス型救急医

療支援システム」により新しい救急医療体制の構築を行った。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

The current emergency medical information control system lacks in real-time 
performance, and it relies mainly on an oral communication by the telephone line, 
without making full use of the latest information communication technologies. By 
equipping everything and every place with a computer with a sensor and 
communication function to structurize the world as an information network, 'things' 
and 'places' in the real world can be automatically identified to be processed. It is 
necessary for doctors in hospital and an emergency rescue team on site to grasp the 
situation by sharing the information mutually in real time. In this study, a new 
emergency medical system was built up by the 'ubiquitous type emergency medical 
support system' which helps more appropriately and quickly to guide an emergency 
transport the fastest and smoothly by grasping the destination in real time. 
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１．研究開始当初の背景 

「ユビキタスコンピューティング」の概念

は、身の回りのあらゆるモノに埋込まれたコ

ンピュータが、相互に協調しながら私達をサ

ポートする環境の実現を目標とした組込み

用システムである。近年、このような技術の

目覚しい発展により、われわれは様々な恩恵

を受けられるようになった。 

一方、現在の救急医療における救急情報管

制システムでは、コンピュータを導入しては

いるものの、主に電話回線による口頭による

情報伝達に頼り、最新の情報・通信技術を十

分に生かしているとはいえない。また、救急

医療においては、「救急車要請後、受け入れ

先が決まるまでに多数の病院に照会を必要

とし、病院到着までに時間を要する」といっ

たことが社会問題化している。医師による治

療が遅れ、心筋梗塞、脳梗塞、交通外傷など

の緊急度の高い患者に対する救命率の低下

が心配される。 

こうした問題を解決するためには、単一分

野の中だけではなく、問題点を総合的に多角

的に捕らえる必要があり、異なった視点から

新しい要素を導入する、異分野技術の融合と

いった学際的な努力が必要である。病院にい

る医師側と現場にいる救急隊側の状況が互

いにリアルタイムに共有して把握すること

が必要である。 

 
２．研究の目的 

本研究では、このような問題を喫緊に解決

するため、われわれが以前より展開してきた

ユビキタスネットワーク技術やクラウド・コ

ンピューティング技術を応用する。これによ

り、未来の救急医療の情報インフラを創造で

きる。このような基盤技術の開発により、搬

送先をリアルタイムに把握して搬送先まで

を最速でスムーズに誘導する救急搬送をよ

り適切かつ迅速にサポートする「ユビキタス

救急医療支援システム」による新しい緊急医

療体制の構築を目指す。重症者の救命率を上

げるためにこのような最新のテクノロジー

を導入した救急医療支援システムは必要で

ある。 

 
３．研究の方法 

ユビキタスコンピューティング環境を実

現するための基本プロトコルには、人間の振

る舞いや生活・社会を構成するあらゆる事象

に追従して応答できるための、リアルタイム



性が必要である。特に、救急医療のインテリ

ジェントな機器を制御する部分には、より強

いリアルタイム性が要求される。そこで、ユ

ビキタス空間情報システムを用い、空床の状

況や医師が受け入れ可能かどうかの状況を

把握できるシステムを開発する。ユビキタス

なサービスを提供するためには、網や端末の

多様性を吸収し、非同期通信機能や自律的な

振る舞いを容易に実現できるエージェント

プラットフォームが重要となる。 

本システムの開発には、ユビキタスネット

ワークを実現するためのエージェントプラ

ットフォームを用いる。これは、多種多様な

ネットワークが複合したユビキタスネット

ワークにおいて、ネットワーク構成が動的に

変化することへの対処を組み込んだ。また、

個人のプロファイル情報等コンテクスト指

向のエージェントサービス提供の基盤とな

ることを想定し設計を行っている。これらを

応用することにより、以下の機能を備えたエ

ージェントシステムを開発する。 

 

（a）各医療機関に整備される医療スタッフ

情報を収集するシステムと医療設備の稼働

状況を把握するシステムが収集する情報を、

ユビキタスネットワークを介して集約し、本

ネットワークに接続された全医療機関にお

ける全医療スタッフ情報等が把握できる。 

 

（b）救急車両から送信されてくる患者情報

と(a)で得られた医療機関の情報を基に、当

該患者の受入先として適した医療機関を迅

速かつ的確に選択するための情報を提供で

きる。 

 

あらゆる病院の各診療科の医師をユビキ

タスコンピューティングで連携させ、搬送先

となる病院を瞬時に検索することを想定し

た仮実証実験を行ない、システムの動作検証

と有用性を明らかにする。開発したシステム

の完成度を高めるとともに、有効性等を検証

するための実証実験を行う。また、実証実験

に先立ち、適宜仮想環境を設定し事前の確認

を行うなど十分な準備を行う。 

 

４．研究成果 

ユビキタスネットワークセンターシステ

ム（エージェントシステム）は、個々の医療

機関におけるユビキタス空間情報システム

を統合し、あらゆる病院の各診療科の医師を

常時情報的に連携した状態にするシステム

である。これは、救急隊・救急医療機関が相

互に診察可否や空床有無などの救急医療情

報を共有するシステムである通信と情報処

理を組み合わせた「車載型救急医療マイクロ

プラットフォーム」を開発した。脈拍・血圧・

血中飽和酸素濃度・体温などのデータと映像

を伝送することにより、病院にいる医師が現

場にいるような感覚で患者の状態をリアル

タイムに把握できるシステムを確立した。エ

ージェントシステムと車載型救急医療マイ

クロプラットフォームとを通信で接続する

広域ユビキタスネットワークシステムの利

便性、問題点の抽出、課題の確認を検証した。 

救急車側から送信する情報として当初計

画段階で想定していた生体モニタの情報、患

者の映像以外に、救急車の位置情報を送信す

ることが有用であることが明らかとなった。

救急車側から伝送される映像の画質向上の

ための色補正技術を導入することによって、

患者の肌の色や患部の色の再現性がよく患

者の様子が理解できた。 

 

医療機関内に「ユビキタス空間情報システ

ム」を配置し、かつ、医療スタッフに保持さ

せた医療用携帯端末から発する電波等を感



知することによって、医療スタッフの位置情

報を収集するとともに、医療機関内での医療

スタッフの日常的な行動状態の解析結果を

基に、医療スタッフの業務状況（救急対応が

可能か否か）および医療設備（ベッド、医療

機器等）の稼働状況を把握するシステムを開

発した。ベッドセンサーやカメラ映像、生体

モニタ機器の稼働状況の把握といった自動

認識技術を活用することで、病院の活動状況

が人手を介さずにリアルタイムに把握でき

るようになった。 
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